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大 島康 義 先 生 を悼 む

　本学会名 誉会員 ， 九 州大 学名誉教授 ， 大島康義先生 に は 去 る平成 2 年 3 月 31 口 ， 呼 吸 不 全 の た

め 米寿を ま じか に 86 歳の 生 涯を 終え られ ま した ．

　先生 は 明治 36 年 8 月 22 目，東 京で お 生 まれに な り， 昭和 3 年 3 月 ， 東京帝国大学 農学 部農 芸 化

学科を 御卒業 ，同 年新 設 の 台 北帝 国 大学に 赴か れ ， 山本亮先生 を助け て 農 芸 化 学 科第
一
二講座 （食品

化学 ・農産物利用 学） の 創設 ・某 礎作 り に 参「由iされ，昭和 15 年 教授 に ご昇任 ， 熱帯農産物 ， 茶葉

そ の 他植物 の 化学成分 ， と くに フ ラ ボ ノ イ ド と タ ン ニ ソ の 研 究 を 展 開 され ま し た が ， 農薬 関係で は

ミ カ ソ コ ミ バ エ に 対 す る メ チ ル ユ ージ ノ ール の 誘引 効 果を発 見 し て お ら れ ま す ．昭和 20年大戦 の

終えん に 当 り， 自ら育て た 大 学 の 国立台湾大学 と し て の 新 生 に 参加 し， 18 年に 及ぶ 台湾 で の ご活

躍を 終え られ ま した ．

　昭和 22 年 2 月九州大 学教授 に 就任 ， 生 物化学講 座を 担当 され ま した ． フ ラ ボ ノ イ ド ・タ ン ニ ン

等天然物 の 化学 的研究 に 加 えて ，酵素お よび物 質代謝に 関す る生 化学的研究 を進 め られ ， またハ エ

ドク ソ ウ殺虫成分 の 研究 を 開始 され ま し た ． 昭 和 32 年 ， 国立大学で は 2 番 日に 新設 された 農薬 化

学講座 の 初代 教授 に 就任 され ，生 物化学を 基礎 と し ， 天然物 を手 本 と して 農薬研究 を行 な うとの 方

針を 立 て られ ，
マ ツ ク イ ム シ 誘引物質 ， 線 虫誘 引物 質 ， 殺 虫性 植物成分 ， イ ネ の 病害抵抗 物質 ， 有

機 リ ン 化合物 ， 硝 化抑制剤等の 研究 を進め られ ま した ．代謝 産物 を手本 とす る サ リ ゲ ＝ ソ 環状 リ ン

酸 エ ス テ ル の 化学 的生 化学的研究 は ， 昭 和 38 年 ロ ソ ド ソ に お け る 第 1 回 国際 農 薬 化学会 議で の 発

表 ， 朝日学術 奨励 金 ・紺綬 褒章の 受賞 ， 実用殺 虫剤 サ リ チ オ ン の 発明 へ と 発展 し ま した 。天然物 関

係では ハ エ ドク ソ ウ成分 の 研 究が ， そ の 後新規殺虫性 リ グ ナ ン の 発 見 へ と発展 し て い ます ．また 昭

和 35 年に は ラ イ フ ワ
ー

ク 「タ ソ ＝ ン の 化学 的研 究 」 に よ っ て 日本農 学賞を ご受賞 に な り ま した ．

昭 和 42 年 停年 に よ り九州大学を ご退 官 に な り， 九 州大学 名誉 教授 の 称 号を 授 与さ れ ， 以 来 7 年 間

明治大学農学部 教授 と して ，有機合成化学研究室を 柔宰 され ，そ の 後 も講師 と し て 昭和 54 年 まで
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学生 の 教育指導に 当た られ ま し た ． こ の 長年の ご 功績に よ り昭和 55 年勲三 等旭 日中綬 章を受 け ら

れ ま した ．

　先 生 は本会 名誉会員に 推挙 され た ほ か ， 昭和 44 年か ら 2 年間 口本農 芸化学 会会 長 を 務 め られ ，

同会名誉会員に 推挙され ま した ． また 口本 生 化学 会会頭， 口本分 析化 学 会 九州支部 長等を歴任 して

斯界の 発展に 寄与 され ま した ．昭 和 42 年 （第 1 回農 薬科学 シ ン ポ ジ ウ ム 開催の 前年）福 岡 で 佐藤

六 郎， 鮎沢 啓夫 ， 出村三 郎 ， 中島稔の 各氏 を招 い て農 薬 シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 され ， また 日米 科学 協

力事業第 1 回農 薬 セ ミ ナ ー （鮎沢 啓 夫組織委員長） の 福 岡開 催に 尽力 され ま した ．

　 先生 は 厳 し い な か に も温情あ ふ れ る ご指導に よ っ て ， 多 くの 門下生 を育て られ ま した ．農 薬 関連

分 野 で 活 躍 し て い る 門下生 も台湾 大学の 陳玉 麟教授 を含め て 多数 に の ぼ ります ．ご退 官後 も しば し

ば学会に 出席頂 い た こ とは 私共 の 励 み とな っ て い ま した ．昭和 62 年秋 ， キ ャ シ ダ 教授 らを招 い て

開催 し た 九大農薬化学講座開講 30 周 年記念藪 田 セ ミ ナ ー 「農 薬科学の 新展 開」に お い で い た だ き ，

ま た 記念 出版 「生 物制御科学 の 展 開一
新 しい 農薬 研究開発の 視点」に も珠玉 の

一
篇を 頂い た こ とは

誠 に 幸い で した ． こ の 絶筆に 素晴 ら し い 宝物 を遺 して 先 生 は 逝か れた の で は な い か と思 い ます ．先

生 は非常に 先 見性 が あ り， 何気 ない 調子 で お っ し ゃ っ た こ とが随分後 に な っ て 実現 し驚 くこ とが し

ば しば あ りま した ．た と えば ，サ リゲ ニ ン 環状 リ ン 酸 エ ス テ ル は 有機合成 に 使え な い か な と 言われ

た こ とが あ りま した が ， 後 に サ イ ク リ ッ ク AMP 等 の 合成試薬 MTBO を 得る こ とが で き ま した ．

講座開設 当時 ， 現在 い うとこ ろ の フ ァ イ トア レ キ シ ソ を 予見 し ， イ ネ の フ ラ ボ ノ イ ドを探索 し て お

られた が ， 実際に 最近サ ク ラネチ ソ が 発 見され て い ます． また い わ ゆ る マ ツ ク イ ム シ の 誘 引物質 と

して松材か ら安息香酸を 見い 出 し ， その 誘導体 を種 々 合成 され て い ま した が ，現在安息香酸誘導体

と松枯れ の 関係が解 明 されつ つ ある の も興味深 い こ とで す ．

　先生 は 農薬学と本会 に 対 して 多 くの 有形 無形の 偉大 な寄与を な され ま した ．今 また ご遺族か ら本

会に 対 し て 多額の ご寄付 の お 申 し出を い た だ い て い ます．本会 と し て は 奨励賞副賞 と し て ， 有難 く

使 わせ て い ただ くこ とに い た しま した ．多く の 若い 研究者 の 励 み と な り， 優れた 研究が 続 々 と現 れ

る こ とを 切望す る次第 で す．

　先生 が お 亡 くな りに な っ た 時あた か も口本農芸化学会 1990 年度大 会が 福岡市 で 開催 されて お り，

満開の 桜 が静か に 散 り始 め て い ま した ．九大 に お られ た頃の 先 生 の お住 ま い 近 くの 楠並 木の 若葉が

美 しい 五 月 ， 福岡で 追悼式 をい た し ま し た ．

　　　　楠 若葉光を 反す た まゆ らに 笑 み ませ る師 の まぼ ろ しに 会 う

拙ない 一首を捧 げ ， ご冥 福を お 祈 り申 し上 げ ます ．

江藤守総　（日本農薬学会会 長　九州 大学農学部教授 ）
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